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四
年
に
大
阪
・
東
京
両

「
国
民
医
療
研
究
所
」 

掲
載
の

ば
「
有
意
な
延
長
」
が
認
め
ら
れ
た

A
Z

地
裁
提
訴
の
「
イ
レ
ッ
サ
訴
訟
」

筆
者
論
文
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

の
で
、 

は
そ
う
し
た
患
者
に
限

は
、
六
年
を
超
す
審
理
を
経
て
、
二

第
二
に
、
イ
レ
ッ
サ
は
、
発
売
当

定
し
て
の
使
用
を
認
め
て
い
る
。

月
に
大
阪
、
三
月
に
東
京
で
、
大
阪

初
は
「
夢
の
新
薬
」
で
あ
る
か
の
知

五
年
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し
か
し
、
米
国
で
は
二

で
の
国
の
責
任
不
認
定
を
除
き
、
原

く
喧
伝
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
現
在
に

六
月
か
ら
新
規
投
与
は
原
則
禁
止
さ

れ
て
お
り
、 

社
は
二 

一
一
年

告
被
害
者
側
が
勝
訴
し
た
。
特
に
東

京
の
判
決
は
、
被
告
国
と
ア
ス
ト
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九
月
末
で
米
国
で
の
承
認
申
請
を
取

ゼ
ネ
カ
社
(
「 

社
」
)
の
二 

り
下
げ
る
予
定
と
告
知
し
て
い
る
。

二
年
十
月
十
五
日
以
前
の
責
任
を

(
「
薬
害
オ
ン
ブ
ズ
パ 

ス
ン
会
議

明
確
に
指
摘
し
た
。
こ
の
判
決
に

E

「
注
目
情
報
」
参
照
」
。
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張

酬

対
し
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は
、
「
適
時
、
適
切
に
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八
一
九
人
も
の
死
亡
が
報
告
さ
れ

情
報
を
伝
え
て
い
た
」 

社)、

の

ど

や

「

ム

で

来

で

の

な

雰

療

作

て

、

し

な

官

長

酬

刷

、

部

室

、

ル

E

て
い
る
イ
レ
ッ
サ
事
件
に
つ
い
て
国
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棟

す

り

ン

割

、

患

の

レ
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束

長

韓

で

情

パ

で
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に

頑
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は
、
「
薬
害
で
は
な
く
副
作
用
の
問

た
。
」
(
細
川
厚
労
相
)
な
ど
と
し
て
、

「
国
は
取
り
得
る
限
り
の
対
応
を
し

E
G
F
R

題
」
と
し
て
い
る
が
、
「
医
薬
品
の
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控
訴
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
控
訴
は
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危
険
性
を
知
り
な
が
ら
、
国
・
企
業

極
め
て
不
当
で
あ
る
。

が
そ
れ
を
軽
視
・
無
視
し
た
結
果
起

第
一
に
、
イ
レ
ッ
サ
の
副
作
用
と
至
る
ま
で
の
国
内
外
の
七
つ
の
臨
床

q

こ
さ
れ
る
生
命
・
健
康
へ
の
重
大
な

し
て
の
間
質
性
肺
炎
の
危
険
性
(
致
試
験
で
は
、
「
全
生
存
期
間
」
で
の

被
害
」
が
「
薬
害
」
で
あ
り
、
イ
レ
ツ

死
性
)
情
報
の
伝
え
方
の
不
備
・
不
「
延
命
効
果
」
は
立
証
さ
れ
て
い
な

サ
事
件
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
薬
害
」

E
U

足
に
関
し
て
は
、
判
決
指
摘
の
通
り
い
。
試
験
の
対
象
者
を 

遭

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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解
の
余
地
は
な
い
。
イ
レ
ッ
サ
承
伝
子
変
異
陽
性
の
人
に
限
り
、
か
っ

(
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所
所
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認
前
後
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驚
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事
実
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、
「
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悪
生
存
期
間
」
で
評
価
す
れ
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目
前
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一
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監
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万
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だ
詰
民
収
制
限
山
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